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制度設計ワーキンググループで以下の論点について議論を
実施 
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【弊社認識】ワーキングでの論点 

論点1 

論点2 

○ 現行の託送料金設定の考え方以外
のものがあるか 

○ 競争の促進、広域的な電気の融通、
分散型電源の導入促進、設備利用
形態と料金の公平性 等 
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【弊社認識】現行の託送料金制度 

現行の託送料金
設定の考え方 

需要地近接性 
評価割引 

パンケーキ制度
の廃止 

• 供給区域をまたぐごとに託送料金が課金さ
れていた仕組み（いわゆるパンケーキ制度）
を廃止 

• 電源側の電圧階級は考慮されていないもの
の、需要地に近い地域に設置された電源を
利用する場合には需要地近接性評価割
引が適用 

• 需要地の電圧（特別高圧／高圧／低圧）
に応じて託送料金が設定 

• 託送契約上の設備利用形態の考慮なし 
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【弊社認識】各案の観点 
将来のエネルギー市場の姿を見据え、分散型電源の導入促進、 

設備利用形態と料金の公平性を担保できるような制度であることが重要 

分散型電源の 
導入促進 

託送契約上の 
設備利用形態と 
料金の公平性 

事務コスト 

現行案 
（需要地電圧） 

選択肢1 
(利用形態) 

選択肢2 
（同一変電所内） 

選択肢3 
(電源側電圧) 

選択肢4 
（高圧低圧割引） 

選択肢5 
(需要地近接性評価+ 
設備の利用実績） 

事務コスト等も考慮しながら、もう少し工夫できないか 

○ ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× × 

× 

× 

× 

◎ 

△ 

△ 

電力システム改革小委員会 制度設計ワーキンググループ 第9回および第10回 事務局提出資料より弊社
作成 
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【弊社認識】将来のエネルギー像 ① ～スマートコミュニティ～ 

風力 

大規模太陽光 

蓄電池 

ＥＶ 
ＥＶ 

ビル・工場 

地域 

スマートシティ 

住宅（スマートハウス） 

スマートメータ 

家庭用太陽光 

大規模発電所 



6 

家庭用太陽光 

ＨＥＭＳ 

ON 

節電 

ON 

売電 

【弊社認識】将来のエネルギー像 ② ～住宅環境（スマートハウス）～ 

スマートメータ 

ＥＶ 
蓄電池 

IoTで遠隔監視・制御 



今後は、系統を超えて様々な電源やデバイスが 
ICTで繋がり、技術革新やサービスが創出される世界に 

IoTで遠隔監視・制御 7 

ＢＥＭＳ 
ＥＶ/PHV 

ネガワット取引等 

蓄電池 

【弊社認識】将来の姿 ③ ～イノベーション創出～ 

スマートメータ 

大規模太陽光 

家庭用太陽光 

Vehicle to Home 

Storage to Grid 

HＥＭＳ 

PV to Grid 

Vehicle to Grid 
Storage to Home 

大規模発電所 

風力 

スマートプラットフォーム 市場へ 
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検討を行う際の観点について 

1.対象範囲 
について 

2.経済性 
について 
※事務コスト
含む 

3.対象電源に 
ついて 

• 電圧（特高/高圧/低圧）で分けて検討してはどうか 

• ①潮流改善効果と②設備利用の観点は併存
できると考えることから、設備利用相当も考慮
してはどうか 
割引パターン：①のみ、②のみ、①+②のパターンが存在する
のではないか 

• 分散電源を含めた全ての電源を対象としてはどうか 

なお、新サービスの出現時に迅速な対応が可能となるよう、 
託送割引制度については、柔軟な検討ができる制度として頂きたい 

新たなビジネスやイノベーションの創出を促進する観点で 
議論が必要なのではないか 
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接続 
事業者 

中継交換局（IC） 

加入者交換局（GC） 

固定電話網 

加入者交換機 加入者交換機 

中継交換機 

・・・・ 

②GC接続料を支払う 

①IC接続料を支払う 

接続場所に応じて 
設備の利用実態を踏まえた 

料金を支払う 

個々の設備の利用実績が 
把握可能 

他社と接続する際の設備利用料は 
設備の利用実態を踏まえて算出されている 

【参考①】電気通信の事例 ～固定電話～ 
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接続 
事業者 

携帯電話網 

交換局 

中継 
パケット 
交換機 

加入者 
パケット 
交換機 

①接続料（L3）を支払う 

②接続料（L2）を支払う 

接続場所に応じて 
設備の利用実態を踏まえた 

料金を支払う 

      インターネット 

個々の設備の利用実績が 
把握可能 

【参考②】電気通信の事例 ～携帯電話～ 
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電気通信市場では、設備の利用実態を踏まえた 
設備利用料の設定が、市場の発展を後押し 

• 公平性・透明性が担保されているため、新規参入がしやすい 
 

• 全国事業者の設備を借りて、特定地域のみで事業展開する
事業者も存在 
 

• 電気通信市場の自由化後、設備利用の開放を通じて、多く
の事業者による多様なサービスの展開や競争が進展 

【参考③】電気通信の事例 


